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調
査
方
法
論
の
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異
文
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理
解
と
文
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人
類
学
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
ー

阿
久
津
昌
三

一二三四

は
し
め
に

異
文
化
理
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〈
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ル
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ワ
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ス
ノ
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フ
ィ
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エ
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ノ
ク
ラ
フ
ィ
ー
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読
み
方
／
書
き
方

社会調査方法論の再検討

一
　
は
じ
め
に

　
現
代
世
界
は
、
東
西
冷
戦
構
造
の
崩
壊
以
降
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
異
文
化
摩
擦
あ
る
い
は
異
文
化
間
の
衝
突
、

地
域
紛
争
な
ど
異
文
化
と
異
文
化
と
が
出
会
い
、
そ
の
間
に
摩
擦
が
生
じ
た
り
、
き
し
み
を
起
こ
し
た
り
す
る
現
象
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
群
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
代
世
界
に
お
け
る
移
民
の
移
動
に
関
す
る
S
・
カ
ー
ス
ル
と
M
・
J
・
ミ
ラ
ー
の
国
際
比
較
の
調
査
に
よ
る
と
「
移
民
の
グ
ロ
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ー
バ
ル
化
」
「
移
民
の
加
速
化
」
「
移
民
の
多
様
化
」
「
移
民
の
女
性
化
」
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
今
後
世
界

は
、
こ
れ
ら
の
「
国
際
移
民
の
時
代
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
状
況
の
な
か
で
、
移
民
の
供
給
地
と
定
住
地
と
の
間
の
国
境
を
越
え
る
移
住

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
傾
向
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
（
3
）

強
化
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
、
関
根
政
美
、
青
木
保
を
参
照
し
な
が
ら
定
義
す
る
と
、
世
界
諸
地
域
の

間
を
結
ぶ
情
報
通
信
・
運
輸
交
通
手
段
が
急
速
に
発
展
し
、
地
球
上
の
空
間
的
・
時
間
的
距
離
が
縮
小
し
、
資
本
、
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
、
人
間
、
情
報
、
文
化
、
技
術
な
ど
の
国
境
を
越
え
た
移
動
や
交
流
や
伝
播
が
活
発
化
し
、
世
界
の
諸
地
域
あ
る
い
は
各
国
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

相
互
交
流
や
依
存
関
係
が
強
ま
る
現
象
の
こ
と
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
「
二
一
世
紀
日
本
の
構
想
」
懇
談
会
の
最
終
報
告
書
の
な
か
で
も
、
日
本
に
「
変
革
を
強
い
る

世
界
の
潮
流
」
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
テ
ラ
シ
i
（
国
際
対
話
能
力
）
」
「
情
報
技
術
革
命
」
「
科
学
技
術
」

「
少
子
高
齢
化
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
潮
流
の
な
か
で
、
現
代
日
本
に
お
け
る
異
文
化
理
解
の
在
り
方
も
間
い
直

　
　
　
　
（
5
）

さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
異
文
化
共
存
・
共
生
の
教
育
を
い
か
に
実
現
す
る
の
か
と
い
う
処
方
箋
と
し
て
、
文
化
人
類
学
の
観
点
か
ら
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
読
み
方
・
書
き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
、
い
か
に
現
代
世
界
に
お
け
る
錯
綜
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
群
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
「
臨
床
の
知
」
と
し
て
の
「
異
文
化
間
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
育
成
す
る
た
め
に
も
重

要
で
あ
る
か
を
論
じ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
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（
4
）
　
青
木
保
は
、
『
異
文
化
理
解
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
I
T
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
異
文
化
理

解
と
他
者
認
識
と
同
時
に
、
自
文
化
と
自
己
に
つ
い
て
異
文
化
と
他
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
理
解
と
認
識
の
相
互
行
為
の
必
要
性

　
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
青
木
は
異
文
化
理
解
の
た
め
の
「
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
映
画
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
イ
ン
ド
ヘ
の
道
』
（
一
九
八
四
年
）
、

　
『
王
様
と
私
』
（
一
九
五
六
年
）
及
び
『
ア
ン
ナ
と
王
様
』
（
一
九
九
九
年
）
、
大
英
帝
国
の
植
民
地
香
港
を
舞
台
に
し
た
『
慕
情
』
（
一
九

五
五
年
）
、
0
0
7
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
作
品
『
ド
ク
タ
ー
・
ノ
オ
』
（
一
九
六
二
年
）
と
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
『
ロ
シ
ア
よ
り
愛
を
込
め

　
て
』
（
一
九
六
三
年
）
、
黒
澤
明
監
督
の
『
七
人
の
侍
』
（
一
九
五
四
年
）
、
バ
ブ
ル
最
盛
期
の
日
本
経
済
と
大
企
業
を
攻
撃
対
象
と
し
た

　
『
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン
』
（
一
九
九
三
年
）
、
東
欧
系
の
冷
酷
無
情
の
殺
し
屋
を
描
い
た
『
1
5
ミ
ニ
ッ
ツ
』
（
二
〇
〇
一
年
）
、
香
港
の
監
督

　
が
つ
く
っ
た
『
ラ
ブ
ソ
ン
グ
』
（
一
九
九
六
年
）
、
北
野
武
監
督
の
『
H
A
N
A
－
B
I
』
（
一
九
九
八
年
）
、
『
B
R
O
T
H
E
R
』
（
二
〇

　
〇
一
年
）
な
ど
の
映
画
を
教
材
化
す
れ
ば
、
異
文
化
に
対
す
る
視
線
、
偏
見
と
先
入
観
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
デ

　
ィ
ア
ス
ポ
ラ
な
ど
の
概
念
を
理
解
す
る
素
材
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
映
画
が
国
民
国
家
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し

　
た
の
か
を
論
じ
た
も
の
に
は
、
ジ
ャ
ン
”
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ロ
ド
ン
『
映
画
と
国
民
国
家
』
（
野
崎
歓
訳
）
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
一
年
）
な

　
ど
が
あ
る
。

（
5
）
　
関
根
政
美
『
多
文
化
主
義
社
会
の
到
来
』
（
前
掲
書
）
三
－
六
頁
。
関
根
政
美
は
「
日
本
も
何
ら
か
の
積
極
的
な
移
民
政
策
を
も
ち
、

　
外
国
か
ら
の
人
の
移
住
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
入
っ
た
」
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ

　
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
な
ぜ
世
界
の
国
民
国
家
の
多
文
化
化
・
多
民
族
化
を
促
進
す
る
の
か
、
そ
の
プ

　
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
、
多
文
化
主
義
の
可
能
性
と
限
界
を
検
証
し
て
い
る
。

　
二
一
世
紀
の
日
本
を
構
想
す
る
た
め
に
も
「
多
文
化
主
義
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
い
か
に
導
入
す
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

二
　
異
文
化
理
解
と
〈
他
者
〉

太
田
好
信
は
、
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
思
想
－
文
化
人
類
学
の
再
想
像
』
の
な
か
で
、
社
会
科
学
の
な
か
で
異
文
化
理
解
に
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最
も
関
与
し
て
き
た
文
化
人
類
学
の
責
務
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
文
化
人
類
学
で
は
、
異
文
化
に
つ
い
て
な
に
が
し
か
の
理
解
に
到
達
し
た
と
い
う
喜
び
は
、
長
く
続
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
『
理
解
』
そ
れ
自
体
が
、
『
誤
解
』
で
あ
る
可
能
性
を
、
つ
ね
に
無
視
で
き
な
い
か
ら
だ
」
。

　
「
も
し
理
解
に
成
功
す
れ
ば
、
そ
れ
は
研
究
者
側
の
文
化
概
念
を
押
し
つ
け
た
結
果
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
理
解

　
は
研
究
者
側
の
文
化
的
制
約
を
暴
露
す
る
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
、
異
文
化
理
解
に
失
敗
し
た
と
い
う
告
白
は
、
学
問
と
し
て
い
ま
だ
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
し
ま
う
」
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
シ
ス
テ
ム
を
「
理
解
」
す
る
時
に
、
ヌ
エ
ル
（
Z
仁
包
の
民
族
誌
を

モ
デ
ル
と
し
た
、
エ
ブ
ァ
ン
ス
・
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
理
論
を
人
類
学
で
は
踏
襲
し
て
き
た
と
い
う
事
実
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
ヌ
エ
ル
の
民
族
誌
の
政
治
シ
ス
テ
ム
と
い
う
モ
デ
ル
の
「
神
話
」
は
、
ス
ー
ダ
ン
で
の
民
族
紛
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
調
査
し
た
ハ
チ
ン
ソ
ン
の
報
告
で
も
ろ
く
も
否
定
さ
れ
た
。
い
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
統
治
下
で
の
民
族
の
機
能
口
構
造
論
的
「
理

解
」
が
、
民
族
の
生
成
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
な
事
実
を
問
い
直
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
は
「
誤
解
」
の
修
復
作
業
と
し
て
の
文
化
人
類
学
の
再
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
社
会
科
学
の
方
法
、
特
に
、
社
会

調
査
方
法
論
の
再
構
築
で
も
あ
る
。

　
文
化
人
類
学
の
理
論
的
実
践
ー
特
に
、
異
文
化
理
解
の
方
法
と
実
践
を
問
い
直
す
作
業
は
、
例
え
ば
、
青
木
保
の
『
文
化
の
翻

訳
』
（
一
九
七
八
年
）
の
よ
う
な
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
H
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
、
フ
ォ
ー
テ
ス
、
リ
ー
チ
な
ど
の
人
類
学
者
の
言
説
を
媒
介
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

て
、
異
文
化
理
解
の
方
法
を
解
説
し
た
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
時
期
と
比
べ
る
と
格
段
に
進
ん
で
い
る
。
文
化
人
類
学
は
、
エ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
と
テ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
編
集
に
よ
る
『
創
ら
れ
た
伝
統
』
（
一
九
八
三
年
）
に
よ
っ
て
、
「
伝
統
」
と

「
近
代
」
と
い
う
二
項
対
立
関
係
を
揺
る
が
す
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
れ
は
、
い
か
に
伝
統
、
伝
統
的
な
も
の
が
近
代
の
言
説
装
置
の

な
か
で
政
治
的
な
意
図
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
暴
露
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
衝
撃
が
最
も
強
か
っ
た
の
は
、
一
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九
八
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
期
に
か
け
て
、
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
以
降
隆
盛
し
て
き
た
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理

論
」
と
呼
ば
れ
る
「
異
文
化
理
解
の
メ
タ
理
論
」
と
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
書
く
と
い
う
行
為
」
を
問
い
直
す
作
業
を
行
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
と
マ
ー
カ
ス
の
編
集
に
よ
る
『
文
化
を
書
く
』
（
一
九
八
六
年
）
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
批
判
で
あ
る
。
こ
の
事
例
と

し
て
、
太
田
好
信
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
「
文
化
」
と
い
う
概
念
が
「
文
化
人
類
学
者
た
ち
の
手
を
離
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
運
動
（
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
、
チ
カ
ノ
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
同
性
愛
者
ら
の
運
動
）
に
つ
い
て
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
際
に
も
不
可
欠
な
概
念
に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
文
化
」
の
概
念
が
、
文
化
人
類
学
の
基
礎
概
念
と
し
て
重

要
度
の
高
い
専
門
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、
「
文
化
」
と
は
何
か
と
い
う
定
義
が
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
文
化
を
語
る
権
利
は
誰
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
パ
イ
ク
・
リ
ー
監
督
の
映
画
『
マ
ル
コ
ム
X
』
な
ど
の
事
例
を

と
り
あ
げ
、
「
あ
る
集
団
に
帰
属
し
な
い
外
部
の
人
間
に
、
そ
の
集
団
に
つ
い
て
語
る
権
利
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
太
田
の

疑
問
は
、
い
わ
ゆ
る
「
異
文
化
」
を
内
在
的
に
理
解
し
、
そ
の
文
化
を
語
る
学
問
と
し
て
の
文
化
人
類
学
に
対
す
る
厳
し
い
自
己
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

判
を
迫
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
の
文
化
人
類
学
で
は
、
隣
接
諸
学
問
の
な
か
で
も
「
異
文
化
理
解
」
を
専
売
特
許
と
し
て
き
た
人
類
学
の
在
り
方
i
特
に
、

「
か
れ
ら
」
と
「
わ
れ
わ
れ
」
と
の
関
係
1
を
問
い
直
す
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
文
化
人
類
学
は
隣
接
諸
学
問
の
な
か
で
も
「
異

文
化
」
を
研
究
す
る
代
表
的
な
学
問
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
場
合
、
「
異
文
化
」

と
は
「
自
己
と
異
な
る
他
者
の
文
化
」
の
こ
と
で
あ
り
、
他
の
文
化
と
は
「
異
な
っ
て
い
る
」
自
文
化
を
前
提
と
し
て
そ
の
自
文
化

の
内
部
で
自
己
同
一
性
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
を
保
持
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
自
と
他
は
お
互
い
を
、
異
な
る
も
の
と
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

置
づ
け
る
一
方
で
、
自
己
が
所
属
す
る
社
会
内
部
は
均
質
的
な
空
問
と
し
て
構
想
す
る
」
こ
と
で
、
「
自
文
化
」
と
「
他
文
化
」
と

の
相
互
理
解
の
な
か
で
異
文
化
理
解
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
「
文
化
相
対
主
義
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
た
。
こ
の
文
化
人
類
学

の
自
己
批
判
の
ひ
と
つ
が
「
文
化
相
対
主
義
」
が
内
包
す
る
問
題
群
で
あ
る
。
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こ
こ
で
は
、
「
文
化
相
対
主
義
」
の
言
説
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
文
化
人
類
学
者
ク
ラ
イ
ド
・
ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
の

『
人
間
の
た
め
の
鏡
』
（
一
九
四
九
年
）
と
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
（
一
九
四
六
年
）
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
そ
の
言
説
の

一
部
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
未
開
人
を
研
究
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
よ
り
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
通
常
は
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
が
特
殊
な
レ
ン
ズ
を
通

し
て
人
間
の
生
活
を
見
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
丁
度
、
魚
が
水
の
存
在
に
気
が
つ
か
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
自
分
の

生
活
し
て
い
る
社
会
の
地
平
か
ら
抜
け
出
し
た
こ
と
の
な
い
研
究
者
に
は
、
自
分
自
身
の
思
考
を
作
り
上
げ
て
い
る
習
慣
に
気
が
つ
く
こ
と

は
と
て
も
望
め
な
い
。
人
間
を
研
究
す
る
者
は
、
そ
の
対
象
ば
か
り
で
な
く
見
る
目
に
つ
い
て
も
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
類
学
は
、
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

に
対
し
て
あ
る
大
き
な
鏡
を
か
か
げ
て
、
人
間
自
身
に
、
そ
の
変
幻
き
わ
ま
り
な
い
姿
を
見
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

「
日
本
に
つ
い
て
書
く
日
本
人
は
、
本
当
に
重
要
な
事
柄
を
、
そ
れ
が
彼
に
と
っ
て
、
彼
が
呼
吸
す
る
空
気
と
お
な
じ
よ
う
に
慣
れ
き
っ
た

事
柄
で
あ
り
、
眼
に
つ
か
な
い
事
柄
で
あ
る
た
め
、
見
の
が
し
て
し
ま
（
い
）
…
…
国
民
（
日
本
人
）
が
自
ら
の
世
界
観
を
分
析
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
期
待
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
。

　
こ
れ
ら
の
著
名
な
文
化
人
類
学
者
を
引
用
し
た
の
は
、
「
文
化
相
対
主
義
」
が
内
包
す
る
間
題
群
を
提
示
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
の
言
説
に
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ニ
・
、
ー
ド
の
『
サ
モ
ア
の
思
春
期
』
（
一
九
二
八
年
）
と
同
様
に
、
異
文
化

（
o
浮
費
2
一
ε
邑
を
理
解
す
る
こ
と
は
「
鏡
」
と
し
て
の
人
類
学
を
媒
介
と
し
て
自
文
化
（
o
ξ
8
ぎ
邑
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ

る
と
い
う
論
理
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
言
説
に
は
「
他
者
の
客
観
性
」
と
い
う
論
理
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
文
化
相
対
主
義
と
は
「
異
な
る
文
化
を
も
つ
人
々
は
、
異
な
る
世
界
に
住
む
、
異
な
る
概
念
体
系
を
も
つ
、
経
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
異
な
る
仕
方
で
組
織
し
て
い
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
理
的
な
帰
結
は
「
異
文
化
理
解
は
不
可
能
で
あ
る
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
酒
井
直
樹
に
よ
る
社
会
学
者
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
西
洋
な
る
仮
想
さ
れ
た
同
一
性
」
批
判
と
も
共
通
す
る
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も
の
で
あ
る
。

　
「
一
方
で
西
洋
を
眼
に
見
え
る
も
の
と
す
る
鏡
と
し
て
の
非
西
洋
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
も
、
他
方
で
そ
の
よ
う
に
し
て
報
告
者
に

　
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
非
西
洋
文
化
の
鏡
が
実
は
曇
り
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
っ
た
く
問
わ
な
い
の
で
あ
る
。
彼
の
も
と
に
届

　
け
ら
れ
た
鏡
は
、
民
俗
学
者
や
人
類
学
者
の
異
国
趣
味
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
…
…
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
と
っ
て
、
共

　
約
不
可
能
性
（
ぎ
8
ヨ
ヨ
窪
ω
ξ
ぎ
…
な
）
は
せ
い
ぜ
い
文
化
相
対
主
義
と
い
う
、
そ
れ
自
身
が
ニ
セ
の
問
題
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
の

　
　
（
1
5
）

　
で
あ
る
」
。

社会調査方法論の再検討

　
山
下
晋
司
も
「
文
化
人
類
学
の
目
的
は
、
異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
き
た
」
と
前
置
き
を
し
て
、
文
化
人

類
学
の
歴
史
の
な
か
で
、
異
文
化
と
は
「
未
開
」
と
か
「
野
蛮
」
と
か
「
伝
統
的
な
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
の
文
化
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
最
近
の
文
化
人
類
学
で
は
「
〈
か
れ
ら
〉
を
西
洋
の
文
化
人
類
学
者
が
代
弁
す
る
時
代
は
終
わ
り
、
文
化
人
類
学
者
が
書
く
こ

と
の
代
表
性
（
お
震
8
①
三
呂
自
）
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
文
化
人
類
学
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
再
定
義

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
提
唱
し
て
い
る
。
ぎ
鼠
∈
8
㌶
戊
書
が
「
解
釈
」
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
意
味
で
は
「
理
解
」
＜
。
翼
3
窪
）
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
文
化

人
類
学
者
が
あ
る
特
定
の
国
、
地
域
、
民
族
な
ど
の
社
会
や
文
化
に
つ
い
て
、
「
解
釈
」
「
理
解
」
す
る
と
い
う
お
冥
窃
①
暮
す
る
権

利
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
表
象
」
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
を
作
成

し
て
、
自
ら
を
代
表
（
お
震
Φ
紹
葺
）
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
に
代
わ
っ
て
、
文
化
人
類
学
者
が
あ
る
特
定
の
社
会
や
文
化
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

い
て
代
表
し
て
語
る
と
い
う
行
為
の
政
治
性
の
問
題
で
も
あ
る
。
異
文
化
を
内
在
的
に
理
解
し
、
そ
の
文
化
を
語
る
学
問
と
し
て
の

文
化
人
類
学
に
対
す
る
自
己
批
判
は
「
文
化
相
対
主
義
の
代
価
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
山
下
晋
司
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
も
踏
ま

え
て
、
文
化
人
類
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
再
定
義
す
る
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。

　
「
（
文
化
人
類
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
）
再
定
義
は
、
…
…
変
わ
り
つ
つ
あ
る
世
界
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

　
て
こ
の
現
実
の
変
化
に
対
応
し
て
、
か
つ
て
の
研
究
課
題
を
再
検
討
し
、
新
し
い
研
究
領
域
と
研
究
方
法
を
開
発
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
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そ
う
し
な
が
ら
、
文
化
人
類
学
を
く
か
れ
ら
V
ば
か
り
で
な
く
、
〈
わ
れ
わ
れ
〉
も
含
ん
だ
生
成
す
る
現
代
世
界
に
つ
い
て
の
学
と
し
て
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
え
な
お
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
。

　
山
下
晋
司
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
む
移
動
の
時
代
の
な
か
で
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ス
ノ
ス
ケ
ー
プ
」

1
地
球
上
を
流
動
す
る
人
々
1
観
光
客
、
移
民
、
難
民
、
亡
命
者
、
外
国
人
労
働
者
な
ど
ー
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
風
景
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
ラ
ン
ジ
ェ
」
（
地
球
規
模
の
異
種
混
清
）
、
「
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
化
と
を
組
合

　
　
（
1
9
）

せ
た
言
葉
）
な
ど
、
文
化
の
脱
地
域
化
と
地
域
化
の
な
か
で
生
成
さ
れ
る
文
化
を
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
い
か
に
記
述
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
文
化
人
類
学
は
現
代
世
界
が
直
面
す
る
諸
間
題
ー

開
発
、
民
族
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
に
「
参
与
観
察
」
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
同
時
に
、
「
環
境
」
「
開
発
」
「
医
療
」
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」
な
ど
の
具
体
的
に
解
決
を
迫
ら
れ
る
課
題
に
対
し
て
も
実
践
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張

　
（
2
0
）

す
る
。
し
か
し
、
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
「
植
民
地
主
義
」
「
開
発
」
「
観
光
」
「
民
族
紛
争
」
「
難
民
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
「
医
療
」
「
身
体
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
「
老
齢
化
」
「
文
化
帝
国
主
義
」
な
ど
の
新
た
な
研
究
課
題
が
登
場
し
て
い
る
が
、
「
親
族
」
「
交
換
」

「
儀
礼
」
「
神
話
」
「
象
徴
」
な
ど
の
研
究
課
題
も
文
化
人
類
学
に
と
っ
て
基
礎
的
な
学
問
領
域
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
で

は
、
こ
の
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
再
定
義
の
な
か
で
、
文
化
人
類
学
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
在
り
方
は

ど
の
よ
う
に
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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（
1
）
　
太
田
好
信
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
思
想
－
文
化
人
類
学
の
再
想
像
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
八
年
）
一
四
四
頁
。

（
2
）
　
太
田
好
信
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
思
想
』
（
前
掲
書
）
一
四
七
頁
。

（
3
）
ω
冨
噌
9
国
’
＝
暮
9
ぎ
ω
o
P
き
、
ミ
b
譜
ミ
ミ
ミ
G
っ
、
9
黛
鑓
黒
ミ
藁
。
ミ
8
ヨ
ミ
曽
ミ
鴨
要
ミ
糞
守
詩
。
一
。
異
¢
三
＜
Φ
邑
蔓
o
｛

　
O
巴
罵
o
同
三
四
℃
お
ω
9
一
〇
〇
①
●

（
4
）
　
「
民
族
」
概
念
の
再
構
築
は
、
川
田
順
造
・
福
井
勝
義
編
『
民
族
と
は
何
か
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
へ



社会調査方法論の再検討

　
ン
リ
『
民
族
幻
想
論
1
あ
い
ま
い
な
民
族
、
つ
く
ら
れ
た
人
種
』
（
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）
青
木
保
『
文
化
の
翻
訳
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
］
九
七
八
年
）
。
青
木
保
は
「
文
化
翻
訳
者
の
使
命
－
現
代
人
類
学
の
問
題
状
況
」

　
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
「
二
〇
世
紀
の
最
後
の
四
半
期
に
入
っ
て
、
人
類
学
は
よ
う
や
く
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ど
う
に
か
学
問
的

定
席
を
も
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
観
が
あ
る
」
（
『
U
P
』
一
九
七
五
年
一
〇
月
号
）
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
の
社
会
科
学
に

　
お
い
て
文
化
人
類
学
が
「
異
文
化
理
解
に
つ
い
て
な
に
が
し
か
の
理
解
に
到
達
し
た
と
い
う
喜
び
」
を
感
受
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

（
6
）
国
・
＝
o
σ
ω
富
ゑ
ヨ
鋤
＆
6
●
幻
餌
お
震
（
巴
ω
。
）
）
S
ミ
～
ミ
ミ
ミ
凡
§
気
S
ミ
ミ
、
、
§
．
9
ヨ
げ
ユ
猪
9
9
ヨ
σ
一
猪
。
C
三
＜
R
ω
身

牢
霧
9
這
○。
o

。
（
『
創
ら
れ
た
伝
統
』
（
前
川
啓
治
・
梶
原
景
昭
ほ
か
訳
）
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
二
年
）
。

（
7
）
9
Ω
一
睦
o
こ
窪
α
O
。
ζ
弩
2
ω
（
巴
ω
。
y
ミ
、
ミ
鑓
9
ミ
ミ
翁
S
ミ
ぎ
ミ
、
参
ミ
ミ
ぎ
ミ
蛍
気
曽
、
、
矯
ミ
隣
ミ
喜
y
ω
Φ
詩
①
一
2
”

　
C
巳
話
邑
昌
亀
O
曽
ま
自
三
四
零
窃
9
お
○
。
①
（
『
文
化
を
書
く
』
（
春
日
直
樹
ほ
か
訳
）
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
六
年
）
。

（
8
）
　
太
田
好
信
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
文
化
人
類
学
」
（
船
曳
建
夫
編
『
文
化
人
類
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、
］
九
九
八
年
）
九
六
頁
。

　
川
田
順
造
は
「
現
在
で
は
『
文
化
人
類
学
』
か
ら
『
人
類
』
が
次
第
に
影
を
薄
く
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
東
京
大
学
の
後
期
課
程
と

　
大
学
院
で
、
過
去
の
あ
る
時
期
私
が
学
ん
だ
名
称
で
あ
っ
た
『
文
化
人
類
学
』
か
ら
、
私
が
目
指
す
も
の
で
は
逆
に
、
『
文
化
』
を
と
っ

　
て
し
ま
い
た
い
の
だ
」
「
文
化
人
類
学
と
呼
ぶ
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
妥
当
だ
。
た
だ
そ
う
呼
ん
だ
と
し
て
も
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
の
は

　
文
化
『
人
類
学
』
で
あ
っ
て
、
『
人
類
』
の
抜
け
た
『
文
化
学
』
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
は
傾
聴
に
値
す
る
意
見
で
あ

　
る
（
川
田
順
造
「
メ
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
そ
し
て
マ
イ
ナ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
」
船
曳
建
夫
編
『
文
化
人
類
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九

　
八
年
、
五
二
－
五
三
頁
）
。

（
9
）
　
太
田
好
信
『
民
族
誌
的
近
代
の
介
入
－
文
化
を
語
る
権
利
は
誰
に
あ
る
の
か
』
（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
。
太
田
好
信
「
ア
メ
リ

　
カ
合
衆
国
の
文
化
人
類
学
」
（
前
掲
書
）
九
七
－
九
八
頁
。

（
1
0
）
　
太
田
好
信
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
文
化
人
類
学
」
（
前
掲
書
）
九
八
－
九
九
頁
。
ま
た
、
0
8
鑛
①
≦
●
ω
8
良
ぎ
堕
≒
二
』
、
、
ミ
、

　
8
ミ
ミ
、
、
切
篭
、
ミ
～
讐
亀
ミ
ト
ミ
、
顎
§
ミ
◎
讐
．
賊
9
。
0
6
0
6
－
這
廼
曽
ζ
㊤
象
ω
o
員
↓
冨
¢
巳
＜
o
邑
身
o
哺
≦
一
ω
8
霧
ぎ
零
①
ω
ω
」
8
9

（
n
）
　
C
・
ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
『
文
化
人
類
学
の
世
界
』
（
外
山
滋
比
古
・
金
丸
由
雄
訳
）
（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
）
二
六
頁
。

（
1
2
）
　
R
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』
（
長
谷
川
松
治
訳
）
（
社
会
思
想
社
、
一
九
六
七
年
）
、
二
〇
頁
。
Ω
蔭
o
巳
O
o
霞
貫
．
C
ω
＼
Z
o
マ

　
C
ω
一
ω
o
コ
①
象
簿
、
ω
↓
轟
く
①
一
9
、
（
ぎ
）
Ω
自
o
巳
O
①
震
冒
’
妄
ミ
、
き
ミ
ミ
竪
ミ
勃
ミ
ミ
ム
ミ
》
、
§
ミ
◎
腎
。
。
、
毯
』
ミ
、
～
ミ
、
）
ω
蜜
三
〇
＆
”
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ω
貫
鳥
o
こ
⊂
巳
＜
o
お
一
昌
牢
①
の
ω
」
O
o
o
o
o
）
O
P
一
〇
㌣
一
N
o
o
。

（
1
3
）
　
浜
本
満
「
文
化
相
対
主
義
の
代
価
」
（
『
理
想
』
第
六
二
七
号
、
一
九
八
五
年
）
二
三
頁
。

（
1
4
）
　
渡
辺
公
三
は
、
文
化
相
対
主
義
が
内
包
す
る
問
題
群
に
対
す
る
危
惧
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
筆
者
は
『
鏡
と
し

　
て
の
人
類
学
』
と
い
う
比
喩
は
、
戦
後
の
文
脈
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
、
人
類
学
の
も
っ
と
も
新
し
い
現
代
的
《
創
設
神
話
》
の
表
現
だ

　
と
考
え
て
い
る
。
ラ
カ
ン
を
も
じ
っ
て
い
え
ば
『
民
族
誌
的
〈
私
〉
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
の
鏡
像
段
階
』
に
戦
後
の
人
類
学
が
達
し

　
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
楽
天
的
な
鏡
像
と
フ
ァ
ノ
ン
の
あ
る
切
迫
感
を
帯
び
た
鏡
像
の
隔
た
り
が
、
人
類
学
そ
の
も
の
の
楽
天
的

　
な
思
考
態
度
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
願
わ
ず
は
い
ら
れ
な
い
」
（
「
人
種
あ
る
い
は
差
異
と
し
て
の
身
体
」
『
岩
波
講
座
　
文

　
化
人
類
学
　
第
五
巻
　
民
族
の
生
成
と
論
理
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
六
〇
頁
。
ま
た
、
清
水
昭
俊
は
「
欧
米
の
人
類
学
が
自
己
自

　
身
へ
の
関
心
を
拡
大
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
と
は
対
照
的
に
、
日
本
の
人
類
学
は
む
し
ろ
『
異
文
化
』
に
対
し
て
旺
盛
な
関
心
を
展
開
さ
せ
て

　
お
り
、
各
国
の
人
類
学
の
中
で
も
、
『
異
文
化
』
研
究
を
最
も
よ
く
実
践
し
て
い
る
人
類
学
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
（
「
日

　
本
の
人
類
学
」
船
曳
建
夫
編
『
文
化
人
類
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
一
四
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
人
類
学

　
も
、
山
下
晋
司
が
摸
索
す
る
よ
う
に
、
日
本
経
済
の
停
滞
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の
日
本
自
体
に
調
査
対
象
を
も
と
め
て

　
い
る
。
「
何
の
た
め
の
学
問
」
な
の
か
は
問
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
1
5
）
　
酒
井
直
樹
『
死
産
さ
れ
る
日
本
語
・
日
本
人
1
「
日
本
」
の
歴
史
・
地
政
的
配
置
』
（
新
曜
社
、
一
九
九
六
年
）
七
－
八
頁
。

（
1
6
）
　
山
下
晋
司
「
文
化
人
類
学
を
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
」
（
船
曳
建
夫
編
『
文
化
人
類
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）

　
二
二
六
頁
。

（
1
7
）
　
太
田
好
信
『
民
族
誌
的
近
代
の
介
入
』
（
前
掲
書
）
。

（
1
8
）
　
山
下
晋
司
「
文
化
人
類
学
を
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
」
（
前
掲
書
）
一
四
二
－
一
四
九
頁
。

（
1
9
）
　
＞
『
冒
口
＞
O
ロ
毬
弩
簿
於
．
O
一
〇
び
巴
国
毎
口
o
ω
8
冨
”
Z
o
房
ω
睾
α
O
⊆
R
一
①
ω
8
『
餌
↓
轟
コ
胃
鋤
二
〇
昌
巴
》
口
9
H
8
0
一
〇
伊
⇒
ざ
、
（
冒
）
刃
O
．

　
閃
o
x
（
a
、
）
）
開
象
§
妹
ミ
、
黛
偽
』
ミ
ミ
選
ミ
o
讐
）
ω
簿
旨
餌
司
Φ
一
ω
魯
o
o
一
〇
犠
＞
ヨ
o
ユ
8
5
勾
①
ω
Φ
巽
3
零
Φ
ω
ω
｝
℃
P
一
〇
一
－
曽
O
“
q
餌
p

　Z

a
R
＜
①
雪
空
①
ひ
R
ω
ρ
．
O
一
〇
σ
巴
一
N
緯
一
〇
p
霧
＝
図
再
一
象
N
象
一
〇
P
、
（
ぎ
）
竃
．
男
＄
甚
R
ω
8
濤
象
餌
一
●
（
＆
ω
●
y
O
、
＆
ミ
ミ
o
魯
ミ
ミ
塁
｝

　
い
o
口
α
o
貸
oD
㊤
騎
①
℃
仁
巨
一
8
泣
o
霧
）
℃
P
謡
－
①
oo
嚇
肉
o
口
巴
α
力
o
σ
①
耳
ω
o
P
、
O
一
〇
8
一
一
N
簿
一
〇
旨
艮
ヨ
Φ
あ
℃
餌
8
四
口
亀
＝
o
日
o
鴨
口
①
5
、
－

　
＝
①
9
『
o
鵬
窪
Φ
一
身
”
、
（
営
）
冨
●
男
＄
9
震
ω
8
器
9
蝉
一
。
（
巴
ω
●
ン
O
、
＆
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
融
塁
｝
一
〇
コ
α
o
旨
ω
擢
Φ
℃
⊆
び
一
凶
o
薗
試
g
g
O
℃
●
謡
－
濠
。
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（
2
0
）
　
山
下
晋
司
「
文
化
人
類
学
を
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
」
（
前
掲
書
）
一
四
七
　
一
四
九
頁
。

社会調査方法論の再検討

三
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

　
社
会
調
査
の
方
法
を
語
る
こ
と
は
社
会
科
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
至
難
の
技
で
あ
り
自
己
の
内
省
的
考
察
の
対
象
と

な
る
だ
け
に
最
も
切
実
で
難
解
な
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
の
第
七
四
回
日
本
社
会
学
会
大
会
（
於
・
一
橋
大
学
）
で
は
、
社

会
調
査
の
困
難
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
「
社
会
学
の
中
の
社
会
調
査
」
と
「
社
会
の
中
の
社
会
調
査
」
が
開
催
さ

（
1
）

れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
度
の
第
三
七
回
日
本
民
族
学
会
（
於
・
京
都
文
教
大
学
）
で
も
「
『
文
化
の
窮
状
』
の
未
来
」
と
題
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
お
け
る
「
書
き
手
」
の
役
割
と
は
何
か
を
問

題
に
し
て
い
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
「
も
し
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
徹
底
的
な
調
査
研
究
の
経
験
を
通
し
て
文
化
の
解
釈
を
呈
示
す
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
手
に
負

　
え
な
い
経
験
を
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
権
威
あ
る
書
か
れ
た
物
語
に
変
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
異
文
化
と
の
出
会
い
と
は
、
騒
々
し
い
、

　
思
い
込
み
の
激
し
い
も
の
だ
。
多
か
れ
少
な
か
れ
別
個
の
『
異
文
化
』
に
関
す
る
適
切
な
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
線
引
き
さ
れ

　
た
力
関
係
や
個
人
的
な
思
惑
の
食
い
違
い
に
彩
ら
れ
た
そ
う
し
た
出
会
い
は
、
正
確
な
と
こ
ろ
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
一
人
の
書
き
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
よ
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
の
だ
ろ
う
か
P
」
。

「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
書
く
と
い
う
行
為
」
を
問
い
直
す
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
文
化
人
類
学
の

世
界
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
社
会
調
査
方
法
が
間
い
直
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

を
支
え
て
き
た
表
象
（
お
賃
窃
①
三
呂
9
）
の
政
治
力
学
を
暴
露
し
解
体
す
る
と
い
う
作
業
で
あ
る
。

　
文
化
人
類
学
で
は
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
『
西
太
平
洋
の
遠
洋
航
海
者
た
ち
』
の
民
族
誌
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
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社
会
調
査
法
を
学
ぶ
う
え
で
の
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
族
誌
家
が
「
原
住
民
の
本
当
の
心
、
部
族
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
本
当
の
姿
」
を
描
写
し
記
述
す
る
技
法
を
①
夢
ぎ
鷺
碧
び
R
、
ω
目
譜
8
と
呼
ん
だ
が
、
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
で
は
、

こ
の
o
浮
8
鴨
巷
討
霞
、
ω
日
轟
8
こ
そ
が
表
象
作
用
の
政
治
力
学
そ
の
も
の
で
あ
る
と
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
松
田
素
二
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
受
難
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
手
を
替
え
品
を
替
え
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
叩
き
が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
批
判
は
、
け
っ
こ
う
的
を
射
た
も
の
な
の
だ
」
と
書
い
て
い
る
が
、
文
化
人
類
学
で
は
「
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
再
考
」
は
現
実
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
調
査
者
の
「
主
観
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

り
、
き
わ
め
て
「
恣
意
的
な
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
れ
ば
、
「
調
査
す
る
者
」
と
「
調
査
さ
れ
る
者
」
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
の
批
判
な
ど
も
あ
る
。
松
田
は
こ
れ
ら
を
「
袋
小
路
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
難
の
時
代
」
と
呼
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
批
判
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
打
開
す
る
か
が
文
化
人
類
学
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
問
題
と
は
、

太
田
好
信
も
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
相
対
主
義
が
内
包
す
る
問
題
群
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
エ
ス
ノ

グ
ラ
フ
ィ
ー
（
民
族
誌
）
を
書
く
こ
と
に
関
す
る
根
源
的
な
懐
疑
が
根
底
に
あ
る
。
松
田
素
二
は
「
民
族
誌
の
行
き
詰
ま
り
」
と
題

し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
民
族
誌
の
な
か
で
は
、
調
査
さ
れ
る
人
々
は
つ
ね
に
『
彼
ら
』
と
か
『
×
×
族
』
と
い
う
よ
う
に
一
括
り
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し

　
て
調
査
す
る
側
の
『
私
』
に
つ
い
て
は
、
い
っ
さ
い
対
象
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
民
族
誌
は
『
彼
ら
』
が
何
者
で
あ
る
か
を

　
語
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
語
り
手
で
あ
る
『
私
』
が
何
者
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
ず
っ
と
沈
黙
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
の
と
こ

　
ろ
長
い
間
民
族
誌
は
、
調
査
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
の
生
に
つ
い
て
の
、
み
ご
と
な
ま
で
に
手
前
勝
手
な
対
比
か
ら
作
り
出
さ
れ
て
き
た
と

　
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
対
比
と
は
、
単
純
で
一
般
化
が
可
能
な
『
彼
ら
』
と
、
複
雑
で
ユ
ニ
ー
ク
な
『
私
』
と
い
う
も
の
だ
。
『
私
』
は
特
殊

　
で
一
般
化
が
不
可
能
な
ゆ
え
に
分
析
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
て
『
特
殊
な
私
』
が
『
一
般
的
な
彼
ら
』
を
描
く
と
い
う
不
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
等
で
固
定
的
な
構
造
が
、
民
族
誌
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
」
。
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（
1
）
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
「
特
集
　
社
会
調
査
1
そ
の
困
難
を
こ
え
て
」
（
『
社
会
学
評
論
』
（
第
五
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）

　
と
し
て
論
文
の
形
式
で
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
「
社
会
調
査
の
困
難
」
（
櫻
井
厚
）
、
「
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
社
会
調
査
の
深
刻
な
問

題
」
（
大
谷
信
介
）
、
「
計
量
的
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
数
理
ー
計
量
社
会
学
の
距
離
」
（
吉
川
徹
）
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
法
の
窮
状
を
超
え
て
」

　
（
松
田
素
二
）
、
「
『
社
会
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
方
法
史
的
解
読
」
（
佐
藤
健
二
）
、
「
サ
ー
ベ
イ
調
査
の
困
難
と
社
会
学
の
課
題
」
（
玉
野

和
志
）
、
「
米
国
よ
り
見
た
社
会
調
査
の
困
難
」
（
山
口
一
男
）
、
「
市
民
調
査
と
い
う
可
能
性
」
（
宮
内
泰
介
）
、
「
相
互
行
為
過
程
と
し
て
の

社
会
調
査
」
（
山
田
富
秋
）
、
「
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
』
と
調
査
研
究
」
（
内
藤
和
美
）
。

（
2
）
　
分
科
会
の
内
容
は
「
ど
う
し
て
、
い
ま
ご
ろ
『
文
化
の
窮
状
』
か
？
」
（
太
田
好
信
）
、
「
水
子
供
養
言
説
を
解
体
（
ア
ン
メ
イ
ク
）

　
す
る
1
第
一
世
界
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
宗
教
学
批
判
」
（
川
橋
範
子
）
、
「
転
回
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
口
頭
性
」
（
慶
田
勝
彦
）
、
「
芸

　
術
・
文
化
の
殿
堂
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
ヘ
」
（
吉
田
憲
司
）
。
鼠
筥
o
ω
Ω
一
8
＆
曽
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
鳴
ミ
ミ
Q
へ
、
ミ
這
、
S
ミ

　
、
8
、
魯
。
。
亀
ミ
織
、
ミ
ミ
湊
ミ
閏
、
、
ミ
ミ
吋
ミ
ミ
、
ド
O
餌
ヨ
耳
こ
鷺
”
O
餌
ヨ
耳
こ
鵬
①
⊂
三
＜
Φ
邑
q
写
o
ω
ω
」
㊤
o
o
O
o
●

（
3
）
Ω
坤
噛
o
益
w
Ω
一
剛
o
巳
讐
α
竃
貰
2
ω
（
＆
ω
’
）
」
σ
こ
●
も
」
N
ω
’

（
4
）
O
。
o
鑛
①
≦
’
oo
8
良
一
お
し
『
：
↓
ミ
ミ
、
ミ
轟
ミ
ミ
ミ
｝
ミ
誌
融
ミ
ミ
○
、
、
ミ
、
野
。
・
ミ
。
・
き
、
ミ
零
。
・
§
9
”
ミ
』
ミ
ミ
、
。
ミ
ミ
鷺
・

　
一
≦
㊤
象
ω
o
巨
日
箒
C
三
く
震
巴
身
9
≦
一
ω
8
昌
ω
ぎ
零
窃
ω
」
O
㊤
N
。

（
5
）
　
松
田
素
二
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
よ
う
・
民
族
誌
を
書
こ
う
」
（
船
曳
建
夫
編
『
文
化
人
類
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房
、
一
九

　
九
八
年
）
一
五
八
ー
］
五
九
頁
。

（
6
）
　
松
田
素
二
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
よ
う
・
民
族
誌
を
書
こ
う
」
（
前
掲
書
）
一
六
〇
1
一
六
一
頁
。

（
7
）
　
松
田
素
二
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
よ
う
・
民
族
誌
を
書
こ
う
」
（
前
掲
書
）
一
六
二
－
一
六
三
頁
。

四
　
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
読
み
方
／
書
き
方

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
方
法
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
書
く
こ
と
に
関
す
る
根
源
的
な
懐
疑
、
批
判
を
受
け
て
、
文
化
人
類
学
で
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は
、
調
査
さ
れ
る
側
に
対
し
て
三
人
称
複
数
の
「
彼
ら
」
の
使
用
を
や
め
て
、
特
定
の
個
人
に
つ
い
て
の
み
語
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

を
と
る
民
族
誌
、
ま
た
、
「
私
」
と
い
う
一
人
称
を
主
語
と
し
て
語
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
民
族
誌
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に

　
（
1
）

な
つ
た
。
富
永
國
子
の
『
人
類
学
的
出
会
い
の
発
見
』
（
一
九
九
四
年
）
は
「
自
己
」
と
「
他
者
」
と
の
間
で
、
主
体
と
客
体
の
断
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
味
わ
い
な
が
ら
「
私
」
と
い
う
一
人
称
で
書
か
れ
た
民
族
誌
（
「
人
類
学
入
門
の
た
め
の
入
門
書
」
と
し
て
の
民
族
誌
）
で
あ
る
。
ま

た
、
中
川
敏
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
人
類
学
者
エ
ヴ
ァ
ン
ス
“
プ
リ
チ
ャ
ー
ド
の
語
り
を
引
用
し
て
、
犬
好
き
派
の
人
類
学
者
と
猫

好
き
派
の
人
類
学
者
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
「
犬
（
事
実
）
好
き
の
人
類
学
者
は
理
論
を
無
視
し
、
猫
（
理
論
）
好
き
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

類
学
者
は
事
実
を
無
視
す
る
」
と
述
べ
て
、
犬
好
き
派
の
た
め
の
人
類
学
入
門
書
『
交
換
の
民
族
誌
』
（
一
九
九
二
年
）
と
猫
好
き
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
た
め
の
人
類
学
入
門
書
『
異
文
化
の
語
り
方
』
（
一
九
九
二
年
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
船
曳
建
夫
・
山
下
晋
司
編
『
文
化
人
類
学
キ
ー
ワ
ー
ド
』
（
一
九
九
七
年
）
の
「
参
照
文
献
一
覧
」
に
も
文
化
人
類
学
に
お
け
る
主

要
な
日
本
語
で
読
め
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
松
田
素
二
・
川
田
牧
人
編
『
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
i
・
ガ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ブ
ッ
ク
』
（
二
〇
〇
二
年
）
は
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
文
献
解
題
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
編
著
者
は
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う

世
界
を
傭
瞼
す
る
軽
便
な
目
録
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
活
用
し
た
く
と
も
何
か
ら
読
み
、
ど
う
学
ん
だ
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
若
い
高
校
生
や
大
学
生
た
ち
の
水
先
案
内
と
な
り
、
他
分
野
の
研
究
者
た
ち
に
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

ー
の
視
点
と
技
法
を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
羅
針
盤
と
な
る
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
ひ
ら
く
」
た
め
の
仕
掛
け
に
な
れ

ば
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
仕
掛
け
と
し
て
、
（
1
）
読
者
が
書
物
と
し
て
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
、
実
際
に
ひ
ら
い
て
読
む
こ
と

が
で
き
る
た
め
に
す
る
と
い
う
こ
と
、
（
2
）
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
視
点
や
方
法
を
、
他
分
野
に
対
し
て
ひ
ら
か
れ
た
も
の
に
す

る
こ
と
、
（
3
）
一
般
的
に
は
必
ず
し
も
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
も
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
し
て
扱
う
こ
と
、

を
あ
げ
て
い
る
。
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
文
献
解
題
は
、
「
西
太
平
洋
の
遠
洋
航
海
者
」
「
悲
し
き
熱
帯
」
「
ヌ
ア

ー
族
」
「
菊
と
刀
」
な
ど
の
古
典
的
な
欧
米
の
民
族
誌
か
ら
、
日
本
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
築
き
あ
げ
た
人
類
学
者
た
ち
の
「
テ
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ソ
の
民
族
誌
」
「
無
文
字
社
会
の
歴
史
」
「
ア
フ
リ
カ
の
小
さ
な
町
か
ら
」
な
ど
を
経
て
、
「
女
子
プ
ロ
レ
ス
の
民
俗
誌
」
』
瞬
の

夏
」
「
暴
走
族
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
な
ど
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。
日
本
に
お
け
る
異
文
化
間
教
育
の
在
り

方
も
「
奇
抜
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
新
し
い
日
本
語
を
操
る
若
者
文
化
」
「
永
田
町
で
し
か
通
用
し
な
い
理
屈
で
行
動
す
る
政
治
家
の

行
動
」
な
ど
〈
外
部
〉
の
人
間
か
ら
見
た
「
異
文
化
」
の
世
界
、
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
漁
村
で
養
殖
さ
れ
た
エ
ビ
が
、
日
本
の
フ
ァ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
消
費
さ
れ
た
り
、
タ
イ
の
農
村
で
飼
育
加
工
さ
れ
た
ニ
ワ
ト
リ
が
、
日
本
の
焼
鳥
屋
で
提
供
さ
れ
る
」
と
い
っ

た
異
文
化
共
存
・
共
生
の
現
実
を
解
読
す
る
た
め
に
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
視
点
や
方
法
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
異
文
化
」
と
は
必
ず
し
も
海
外
の
諸
社
会
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
「
自
文
化
」
の
な
か
で
も
〈
自
己
〉
が
十
分
に
知
ら
な
い
ど

の
よ
う
な
〈
他
者
〉
の
世
界
も
「
異
文
化
」
社
会
で
あ
る
と
み
な
す
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
編
集
さ
れ
た
も
の

に
、
住
原
則
也
・
箭
内
匡
・
芹
澤
知
広
『
異
文
化
の
学
び
か
た
・
描
き
か
た
』
（
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
異
文
化
理
解
、
国
際
教
育

理
解
を
学
ぽ
う
と
す
る
学
生
た
ち
の
教
材
と
し
て
き
わ
め
て
適
切
な
テ
キ
ス
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
異
文
化
理
解
の
基
礎

的
な
作
業
を
終
え
て
、
文
学
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
等
を
含
め
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
読
め
ば
、
異
文
化
を
い
か
に
学
び
、
い
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

解
読
し
た
ら
い
い
の
か
、
い
か
に
書
い
た
ら
い
い
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
社
会
学
の
領
域
で
最
も
優
れ
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
案
内
に
『
暴
走
族
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
（
一
九
八
四
年
）
と
い
う
著
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
つ
佐
藤
郁
也
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』
（
一
九
九
二
年
）
、
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
』
（
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
最
初
に
、
文
化
人
類
学
に
お
け
る
異
文
化
理
解
の
方
法
と
実
践
を
問
い
直
す
作
業
を
と
り
あ
げ
て
、
次
に
、
異
文
化

理
解
と
〈
他
者
〉
と
の
関
係
性
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
読
み
方
・
書
き
方
に
関
す

る
文
献
案
内
を
呈
示
し
た
。
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
と
い
う
作
業
は
、
複
雑
な
社
会
的
現
実
を
理
解
す

る
た
め
の
知
識
の
習
得
や
知
識
を
再
構
成
す
る
力
（
多
元
的
な
力
）
、
よ
り
よ
い
人
問
関
係
を
つ
く
り
出
す
力
（
相
互
作
用
的
な
知
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

他
者
と
の
か
か
わ
り
で
問
題
群
を
解
決
す
る
力
（
参
与
的
な
力
）
な
ど
を
育
成
す
る
「
異
文
化
間
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
育
成
す
る
た
め
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に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

ほ
か
な
ら
な
い
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
「
異
文
化
間
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
学
ぶ
「
臨
床
の
知
」

に

（
1
）
　
松
田
素
二
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
よ
う
・
民
族
誌
を
書
こ
う
」
（
前
掲
書
）
一
六
二
頁
。
日
本
の
人
類
学
で
定
評
の
あ
る
フ
ィ

　
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
入
門
に
は
、
川
喜
田
二
郎
・
岩
田
慶
治
『
人
類
学
的
宇
宙
観
』
（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）
、
岩
田
慶
治
『
創
造
人
類
学
入

門
』
（
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）
が
あ
る
が
、
人
類
学
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
い
が
、
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
、
第
三
世
界
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論

を
展
開
し
て
い
る
岡
真
理
の
『
彼
女
の
「
正
し
い
」
名
前
は
何
か
ー
第
三
世
界
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
思
想
』
（
青
土
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、

　
『
記
憶
／
物
語
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
も
「
私
」
と
い
う
一
人
称
と
し
て
語
る
作
品
で
あ
る
。

　　ハ　　　ハ　　

65432）　）　）　）　）

富
永
國
子
『
人
類
学
的
出
会
い
の
発
見
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
四
年
）
。

中
川
敏
『
交
換
の
民
族
誌
1
あ
る
い
は
犬
好
き
の
た
め
の
人
類
学
入
門
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
二
年
）
。

中
川
敏
『
異
文
化
の
語
り
方
1
あ
る
い
は
猫
好
き
の
た
め
の
人
類
学
入
門
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
二
年
）
。

船
曳
建
夫
・
山
下
晋
司
編
『
文
化
人
類
学
キ
ー
ワ
ー
ド
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
）
。

松
田
素
二
・
川
田
牧
人
編
『
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
現
代
世
界
を
複
眼
で
み
る
』
（
嵯
峨
野
書
院
、

二
〇
〇
二

　
年
）
。

（
7
）
　
松
田
素
二
・
川
田
牧
人
編
『
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
前
掲
書
）
一
七
－
一
八
頁
。

（
8
）
　
住
原
則
也
・
箭
内
匡
・
芹
澤
知
広
『
異
文
化
の
学
び
か
た
・
描
き
か
た
ー
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
研
究
す
る
か
』
（
世
界
思
想
社
、
二

　
〇
〇
一
年
）
。
ま
た
、
山
口
修
・
齋
藤
和
枝
編
『
比
較
文
化
論
－
異
文
化
の
理
解
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
五
年
）
は
、
言
語
、
音
楽
、

遊
び
、
芸
能
、
宗
教
、
都
市
、
女
性
史
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
異
文
化
理
解
の
理
論
と
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。

（
9
）
　
佐
藤
郁
哉
『
暴
走
族
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
（
新
曜
社
、
一
九
八
四
年
）
、
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ー
書
を
も
っ
て
街
に
出
よ
う
』

　
（
新
曜
社
、
一
九
九
二
年
）
、
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
法
』
（
新
曜
社
、
二
〇
〇
二
年
）
。
ま
た
、
今
田
高
俊
編
『
社
会
学
研
究
法
ー
リ

　
ア
リ
テ
ィ
の
捉
え
方
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
は
従
来
の
「
社
会
調
査
論
」
「
社
会
調
査
の
方
法
」
「
社
会
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
な

　
ど
の
形
式
と
異
な
っ
た
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
受
難
の
時
代
」
に
対
応
し
た
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
案
内
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
佐
藤
郡
衛
『
国
際
理
解
教
育
－
多
文
化
共
生
社
会
の
学
校
づ
く
り
』
（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
。
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（
追
記
）

　
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）
ω
「
多
文
化
主
義
と
多
文
化
教
育
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
臨
床
教
育

学
的
研
究
－
国
際
理
解
教
育
に
お
け
る
英
語
教
育
学
と
文
化
人
類
学
と
の
対
話
」
（
課
題
番
号
一
緕
8
翫
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

祉会調査方法論の再検討
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